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3月の人口の動き

出生男30女29計59死亡〃24〃19／／43

転入〃50／／41＾／91転出〃65／／45川．10

　

世帯数9．886

　

人口43．435

男20．850女22．585

市民参加の明るい市政を

　

市制15周年のこの年に

　

昭和44年度の市政の大綱をきめる第111回定例市議会は、3月11日か

ら25日までの15日間開かれ、昭和44年度一般・特別会計当初予算など31

議案が上程されました。

　

議会の冒頭、市長は次の3点を柱とする市政方針を明らかにしました

今年は市制発足以来15周年に当たり、市民の要望と信頼に応たえるべく

市政の理想実現に向って、最善の努力を傾ける新たな決意を述べました

市財政の再建と健全化

　

今年度の市財政は市税の伸びの鈍化と

消費的経費の増大などかなり苦しいこと

が予想されますが、財政再建計画の基本

方針に基づき消費的な経費の節減を図り

投資的経費についても長期展望のもとで

計画的かつ堅実な執行により、赤字解消

額の増額に努めて、市財政の再建と健全

化を図っていきます。

　　

市民参加の市政

　

市政運営の上で最も重要なことは、で

きるだけ多くの市民の声を聞き、それを

市政に反映すると共に市民にも市政の理

解を深めてもらうことが必要です。

　

すなわら、市民の市政総参加の姿勢が

盛り上ってこそ、複雑化する行政に対処

しえると痛感しますので、市民の理解・

協力・参加を根底に明るい豊かな新しい

町づくりに向ってまい進します。これは

私の市政の理想であり最終目的でもあり

ますので、全体の混和を図りながら、将

来に向って力強く前進する決意でありま

す。

真名川
ダム 諸問題の解決

　

真名川ダムの建設は広く災害を防止し

民心の安定と福祉の向上に多大の効果を

もたらすものであり、その早期完成は市

民のひとしく熱望するところです。しか

し、水没を余儀なくされる上下若生子の

住民にとっては死活にかかわる重大事で

ありますので、個人補償・移住対策・今

後の生活指導等に万全を期し、公共補償

についてもその円満な解決に努力します

　

ダムの建設は今後市の上水道計画、農・

工業用水の利用など市民生活に密接な関

係があり、又道路交通・観光・発電をは

じめとする地域開発にも幾多の重要な問

題を含んでいますので、確固たる方針の

もとでその解決に当たります。

　

一方、ダム建設に伴ない必然的に西谷

村との合併問題が派生してきますが、古

来西谷村とは密接な関係にありますので

この問題についてはじゆうぶん検討し最

善の努力を傾ける所存であります。

新
常任
特別 委員決まる

　

（9）は委員長、○は副委員長

（総務委員会）○北山作右ヱ門、○土谷

好文、高田新左衛門、杉川栄、南正雄、

出村広吉、林達也、四方憲二（教育民生

委員会j○斎藤秀雄、○林保信、石田善

徳、角本守、丸山惣市、土屋栄、椎井清男

金森幸蔵（産業経済委員会）○米村喜六

〇平間源治、真柄重郎、野尻源、奥村忠

光、中山利夫、安間政雄（建設委員会）

○山岸充、○木下正一、塗茂光夫、宮村

光男、猪野毛一雄、石田政治、山本武

　

（議会運営特別委員会）○出村広吉○角

本守、塗茂光夫、斎藤秀雄、山岸充、木

下正一、林達也、四方憲二、金森幸蔵

　

（財政対策特別委員会）○山本武○丸山

惣市、斎藤秀雄、北山作右ヱ門、土谷好

文、猪野毛一雄、山岸充、林達也、金森

幸蔵（真名川ダム特別委員会）○中山利

夫、○安間政雄、石田善徳、宮村光男、

杉川栄、南正雄、真柄重郎、野尻源、土

屋栄、椎井清男、石田政治（霊場建設特

別委員会）回林保信○塗茂光夫、米村喜

六、角本守、平間源治、出村広吉、木下

正一、奥村忠光、四方憲二（公害対策特

別委員会）O石田政治○土谷好文、塗茂

光夫、石田善徳、角本守、斎藤秀雄、猪

野毛一雄、四方憲二、金森幸蔵



1969（昭和44年）4．1市政大野第179号（2）

一般会計は11億9，500万円
昭和44年度予算決まる

（歳入のあらまし）

　

歳入の積算に当・。ては最近の市税の伸

ぴ、経済情勢の動向等を勘案し、現段階

で見込み得る税収、その他一般・特定財

源を堅実に見積もりました。

款 予算額（千円）構成費（S）

市税 401．525 33．6

地方交付税 220．600 18－5

国庫支出金 115．875 9，7

県支出金 85．281 7．1

諸収入 283．560 23．7

その他 88，300 7．4

歳入合計 1．195．141 100．0

　

市税の内訳は市民税mi7oo万円、固

定賢産税m9200万円、たばこ消費税39

00万円、電気ガス税3100万円、都市計画

税1000万円などがtで、総額において昨

年より4976万円増となっています。

（歳出のあらまし）

　

本年度の重点事項として特に予算上配

慮したものは、

①町づくりのための都市基盤の整備

②経営改善・過疎対策など産業振興

③市民の健康保持と生活環境の整備

④学校・社会教育・振興と市民体位。向上

⑤社会福祉の増進

⑥災害復旧事業の完遂

　

など市民生活の安定向上を凶りました

以下、款ごとに順を追ってその概要を説

明します。（）内は構成比

○議会費1．931万円（1．6％）

（口｀総務費1億2．635万円（10．6％）

　

公用車庫建設350万円。交通安全対策

費417万円。税事務の電算委託131万円

回民生費1億837万円（9．1％）

　

社会福祉賛3415万円。児童福祉費31

69万円。生活保護費4253万円

○衛生費6570万円（5．5％）

　

健康保持の予防費371万円。環境衛生

費513万円。ゴミ収集車購入，焼却炉整

備など597万円。火葬場建設費1．585万円

○労働費645万円（0．5％）

○農林業費1億1．978万円（10．0％）

　

農業構造改善事業5．328万円。積寒道

路整備，土地改良事業など2．197万円。

17加の市有林造成事業費682万円。おう

れん生産，椎茸不時栽培など279万円。

○商工費1．227万円（｜。0％）

　

商工振興費620万円。国鉄の奥越周遊

コース指定対策費，城まつりなど観光対

策費106万円

○土木費1億485万円（8．8％）

　

道路維持費1．303万円。市道の改良・

舗装など道路改良費3．050万円。都市計

画街路事業1．705／j円。亀山公園の調査

測量と道路恪陥250万円。

○消防費3．424万円（2．9％）

　

小型ポンプ・ホー。スなど消防備品80万

円。打込消火栓50万円。打込消火栓は融

雪対策として今後も継続実施します。

○教育費1億4．310万円（12．0％）

　

小山／JX改築，上庄小給水施設など学校

建設費1．132万円。小中学校石油ストー

ブ購入費184万円。人，づくりのため社会

教育費731万円，公民館費2．943万円。

市民の体力増強とスポーツ振興費549万

円

○災害復旧費2．640万円（2．2ら）

　

42・43年災害等一般災害復旧費で農林

関係1．661万円，土木関係979万円

○公債費1億3．228万円（11．1％）

○繰上充用金2億9．297万円（24．5＾）

⑤予備費300万円（0．2％）

　　　

育児手当を新設（国保会計）

　

特別会計の予算額は下表のとおりです

が、主なものは国民健康保険事業会計に

育児手当が新設され、被保険者が出産し

た場合、出産日から6か月間、1か月に

つき200円（6か月1．200円）の育児手当が

支給されることになりました。

　

簡易水道事業会計では南六呂師の水道

改良工事費1．243万円が主なものです。

昭和44年度 一般特別会計予算額

会計名 予算額（りj）：

－一般会計 1．195．141

国民健康保険畢竟会計 V29．786

五箇診療所会計 1．719

簡易水道事業会計 17．131

食肉処理場会計 3．423

公日1分段造林車窓会計 1．643

南部上地区画整理事業会計 27．755

昭和44年度予算総額 1．476．598

　　　

補正予算なども可決

　

第111回定例dj議会におて可決された

主な議案は、昭和44年度当初予算のほか

次のとおりです。

　

昭和43年度一般会計補正予算は歳人歳

出それぞれ3．597万9千円が追加され、予

算総額は13億9．385万8千円になりまし

た。

　

財政調整積立金、上庄保育所・昼間定

時制高校建設補助、道路維持費などの増

額によるものです。

　

又、国体の終了に伴ない国体課が廃止

され、議会関係では市内に発生しつつあ

る公害問題を議会の立場から調査し、解

決を図るため新たに「公害対策特別委員

会」が設置されました。

スマイル

コーナー

国鉄運賃値上げ

関係なし

ーサツマノカミタダノリ

冊鮪政略厖糾

美濃道と勝山道

　

藩政時代には、幹線の美

濃道や勝山道でも幅は1間

から9尺、自然の地形にま

かせ、著しく曲りくねってこうぱい

勾配も急な所が少なくなか

った。地係りの百姓を集め

て補修や改修をしμので、

思い切った改善は行なわれ

なかった。美濃道は福井から足羽川に

沿って上り、羽生を経て大野町に達

し、九頭竜川上流をさがのぽり、穴馬

から油坂峠を越えて美濃の八幡に出る

21P．3町（80臨余）の幹線道路である。

　

君が代橋は、明冶30年に総工費3．759

円をかけて落成し、琴嗣橋も同年総工

費9．S7．？円をかけて完成した。坂戸か

ら羽生に通ずる花山峠は、

明治17年に切り開いて、始

めて車が通れるようになっ

た。荷眼や馬車が初めて通

じたのは明治20年である。

　

勝山道は、大野町から九

頭竜川に沿って下り、勝山・

山王・松岡を経て福井に達

する9里17町（38it≪）。明治8年頃から

荷車や馬車が通じた。

　　　　

（写真は花山峠のずい道）
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生活・文化の中心線

越美北線の存続を

　

赤字線として廃止を取りざだされてい

る越美北線の存続については、市もこれ

まで沿線収町村と三国線・越美北線存置

期成同盟会を結成し、国鉄・政府等に対

して越美北線が地元住民・産業に果す役

割りの大きなことを訴え、その存置を強

く要望してきました。

　

このほど行なわれた「市民の足を守る

懇談会」においても越美北線の存laにつ

いて、市民から次のような真剣な意見が

述べられました。

こ鉄道は庄民の生活・文化の中心線であ

り、雪深い山地では廃線は命につながる

死活問題である。

②廃線よりむしろ南北線の早期貫通によ

り利用度を高める姿勢がほしい。

③越美北線の貨物輸送は主に米・木材・

鉱物資源であるが、その痛手は大きい。

④廃線は過疎化にー層の拍車をかける。

⑤一地方公接団体では解決できない問題

であるから市・住民・議会などあらゆる

力を結集して暁線に反対していかねばな

らない。

⑥それには市民全体で幅広い反対運動を

起こす必要がある。

西谷団地の行政区名は西里

4月1日から実施

　

下据の西谷団地の新行政区名が「匹

里」に決まり4月1日から実施されます

　

゛西谷村民のふるさと。という意味で、

住み馴れた先祖伝来の地を離れる村民の

願いがこめられています。

　

現在、同団地には約80世帯が移住して

いますが、将来は120世帯がここでの新

しい生活に入ります。

　

なお、西里の通学区域は小学生は有終

南小学校、中学生は有終中学校に決まり

公民館は大野公民館に所属します。

質のよい、おいしい米を

米づくり運動の方針決まる

　

先に開かれた「反収日本一米づくり運

動推進大会」で、44年度の運動方針と目

標が決まりました。相つぐ豊作で米づく

りは大きな転換期を迎えていますが、当

市は水稲単作地帯として米中心の経営は

揺るぎないものがあります

　

そこで44年度は次の3点

を柱として国の施策、県の

米づくり運動と呼応して強

力な運動を展開していきます。

　

言良質でうまい米づくり

　

○安定多収な米づくり

　

小集団組織の米づくり

　

そのため基盤整備・土地改良事業・機

械化・集団栽培などを積極的に推進して

次のような目標値を達成するよう努力す

ることになりました。

44年度目標43年度実績

10αi，zり生産量 540≒ 498大f

集荷量 30万俵 295．600俵

上位等級米（3Z上） 85％ 78．8％

省力化（10aiたり） 15人 18．5人

　

席上、米づくり優良部落（最優秀賞西

山）と産米改良優良生産者（知事賞北川

甚造氏こ八町）として、11部落と個人12

名が表彰を受けました。

，｜｜・，I印謝叛。114

◆離散する占い文化をS存するため、若

生于地区で民俗・習慣等の調査と民具の

収集が行なわれました。ことぱ・芸能・

祝事などの民俗・習慣は6月頃発刊され

る「奥越文化」に特集として集録され、

民具は郷土歴史館に陳列します。なかに

は県下でも

珍しい手す

き和紙の製

造用具や、

山仕事の農

具など貴重

なものがあります。

　　　　

（民具に姚入る調査貝）

◆母子家庭の中学卒業者激励会がありま

した。「人生は石材のようなもの。それ

に神を彫刻するのも、悪魔を彫刻するの

もあなたたち。力強く神を彫刻してくだ

さい。」との市長の激励のことぱがあり

卒業生一同、明日に向つて静かに大きく

はばたくことを誓いました。そのあと出

席したおかあさんが「白百合のうた」を

合唱してわが子の巣立ちを励まし．親子

そろって趣

向をこらし

た「紅白オ

リンピック

大会」に興

じました。

　　　

び中よく余興に興じる母と子）

◆今冬、市内の各スキー場を訪れたスキ

ー客は16万2千人で、昨年に比べ2万人ほ

ど少なくなっています。これは年末の雪

不足と年始のドカ雪によるものですが、

宿泊客は昨年よりふえています。スキー

場別では六呂師と勝原がそれぞれ6万2千

人で最も多くなっています。

◆3月20日、主婦農業学校の閉校式が行

なわれ、この一年、あかね・いとよ・上

庄・荒島の各学校に学んだ主婦135名に

修了証書が贈られました。主婦農業学校

は変りゆく農業技術を、視察や学習を通

して主婦にも修得してもらおうと、市や

農協が主体とな、つて毎年開かれるもので

今年も開校される予定。入校手続きなど

詳しくは農務課へお問い合わせください

◆3月6日、積雪時におけるナダレ危険

個所の実態調査が、国道157号線を中心

に行なわれ、スノー・セットの効果やナ

ダレの状況をつぶさに視祭しました。ま

だ改良を要する個所が数か所あり、防災

計画の修正資料として貴重な成果を得ま

した。これ

ら危険個所

は今後優先

的に改良工

事が実施さ

れます。

（ナダ1／個所を調査する一行）

◆3月21日第5回奥越駅伝大会は高校一

般6チームが参加し、市役所前、足羽町

天神橋折り返し47．8itjiのコースで行なわ

れました。曇りながらもコンディション

はまずまず。各選手力走の結果、福井精

練チームが5連勝しました。

　

市関係の

成績は次の

とおりでず

4位大野市

陸協、5位

大野工高、

6位大高

（福井精練アンカーのゴールイン）
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市税納付書の

　　

送付方法が変わります

　

今年度から市県民税・固定資産税・国

民健康保険税の納付書が第1～4期まで連

記式になるため、従来各納期ごとに送付

していた納付書を4期分まとめて送付し

ます。次のことにご留意のうえ納期内に

完納してください。

　

1、毎月各税目ごとにその納期を市報で

　　

お知らせします。お見落しのないよ

　　

うご覧ください。

　

2、納付書は連記式で1期から4期まで

　　

を一帖にお送りします。4期をかけ

　　　　　　　

●●●●●●●●●●●●

　　

終るまで確実に保管し紛失しないで

　　

ください

　

3、納税貯蓄組合や区長により納税預金

　　

または税の取まとめをされている方

　　

は、それぞれの税金の納税通知μ（

　　

税額算定の明細書）を納税貯蓄糾合

　　

又は区長から受けとってください。

　

春の火災予防運動

　　

4月1日～8日

　

まちづくりは大火の防止から

防火写真展1日～2日国鉄駅前

　　　　　

3日～6日市民会館前

　　

農業委員会からのお願い

　

農地の売買・贈与・転用・賃借権など

の許可申請手続きは毎月15日までに農務

課の農業委員会で済ませてください。

　

労災保険年度更新について

　

労災保険料報告書の提出と保険料を納

付していただく時期が来ました。年に一

度の大切な義務を忘れずに励行してくだ

さい。労災保険年度更新の手続きは4月

30日までに済ませましよう。

　　　　　　　

（大野労働基準監督署）

お城は4月1日開館

　　

冬期間休んでいまし

　

た越前大野城は、4月

丿

　　

ご家族おそろいでお

いでください。

　

開館時間午前9時～午後4時

　

入館料大人30円小・中学生20円

　

休館日毎週月曜日と祝日の翌日

　

お帰りには郷土歴史館（柳廼社境内）

へもどうぞ。

　

米の配給制度が変わります

　

4月1日から米穀の配給制度が次のよ

うに改められました。

①従来の登録制度が廃止され、米穀通帳

を持って行けばどの米屋さんからでも配

給が受けられます。

②配給基準量が引上げられ、1人1か月

15匈（従来は10匈）になりました。

緑の羽根募金に

　　　　

ご協力ください

　　　

3月20日～4月30日

　

（大野市緑化推進委員会）

ご存知ですか？

　

郵便物の大きさの制限

　

本年1月1日から郵便物の規格が変わ

り14㎝×9a以下のものは郵便物として

送れなくなりました。皆さんの大切な手

紙が3ミリか4ミリ小さいため差出人に

返送されることが多く残念です。

　

古い封筒をお使いのときは、大きさに

じゅうぶんご注意ください。

　　　　　　　　　　　

（大野郵便局）

ゴミのステーション収集始まる

　

かねて市民の皆さんにご協力をお願い

していたゴミのステーション収集が4月

1日から始まりました。収集日には午前

8時20分までに遅れないようゴミを指定

の場所に出してください。夏期には週2

回収集を実施できるよう計画を進めてい

ます。

　

なお、44年度から旧村部の危険物収集

も定期的に実施します。日・時など詳し

くは公民館よりお知らせします。

　　　　　　　　　　　

（保険衛生課）

　　　

商工業融資の受付け

　

商工業者対象の市の制度融資を希望さ

れる方は、4月10日までに商工会議所へ

申し込みください。（商工課）

忿怒，たの声

わたしのこ尤

　　　

市民税をもっと安く

（お尋ね）大野市の市民税は県下で一番

　

高いと聞いております。もっと安くし

　

てください。一市民（3月17日）

　

（お答え）おっしゃるとおり大野市の市

民税は県下7市で一番高くなっています

しかし固定資産税は大野市と福井市が一

番安く、市民税を他の市なみに引下げま

すと1．081万円安くなり固定資産税を他

市なみにしますと1．284万円高くなりま

す。税全体では他の市なみといえましよ

う。市では昭和45年度において市民税を

他市なみに引下げ、税負担の軽減を図っ

ていきたいと考えております。
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昭和44年度市政基本方針と事業計画の概要

基本方針

　　

産業界の好累気の

　

彫響等により、紆済

社公は大きく変貌しつ

つあり、巾応業・市民生活も忽速に変化しつつあります。この

ような背以のなかで

昭和44年度は

　

1．財政再建の推進

　

2．第3次建設川川を輩本とした明るい豊かな、新しいまち

　　

づぐ）の川誰

　

3．俘附｜汐｀ム対策とこれに関連する諸問題の解決の3点を

　　

市政の屯点出ごとし、川本的な諸施策を強力に川迎して、

　　

個性晋かな文に片業高巾の也没を図ってい、きます。

明るいまちづくりの推進

囮Z、いΞ11iづくh￥、t哩り・｜．ては．釣台の川・胴り・粁今lnllのを．

実を図ります，

よい人間をつくるために

　

学校教育においては、児敬の安令確保のため、危陥校舎の改

築、保鯉体育施設の整備を図り、併せて教材費の充実により教

育能吽の向にと父址負担の軽減を図ります、朴会教青は新しい

忖づくり辻動を通じでか沈する社会に対応する什に意戚の向上

を図ります、一方、国庫によりつr、かわれたスポーツへの坤叫

を妁こ傑め、巾瓜の体力増強のため施設を計凶：的に俄備します

1、教育費の充実

教材消応W力充実 44年度I 43年度 備芯

引中学校

　（F円J

9．7801　

　　｜

　　（F円）

6．260

生徒数　　

43年6．950人　　

44年6，800人

2、危険校舎の改築

事業名 事業費 備ろ

小山小学校校舎 　　（千円｝9．028木造．ヽド屋建393w

ド庄小学校構堂 31000 鉄筋コンクリート839・が

3、保健体育施設

事．t名j 事業費 備司・
〃＝－W■　阪谷小学咬プー・レ

　い円）6．000， 25斑xl3房

七庄か学陵給水施設・｜ 2．000

4、新しい村づくりの推進

　

変ぽうする経済朴会に対処するため、実践活動を通じ、住。瓜、

意滋の向1こを図ります。

新しい村づくり運動推進費 500｀i円J

5、社会体育施設の整備

　

市民のスポーツ振興ト青少年健全青成のため、夜間照明施設

の整備を図ります。

事業名l 事業費 備考

夜間ぷ明施設・ 　　（T一円）1．000有終中学校

しあわせなくらしのために

　

生活水準の向Lは共かせぎ家むの増力｜｜を促し、そのため、家

咆における児童別策が重要な課迦であります。特に本年は、こ

の児囃対策を収点に、児iT館の建設、保育所の囃設を図り敬と

事業の充実等により、市民柘副。の向上を閥ります。

｜、児童施設の整備

事業名 事業費 j備芯

児硲館建設 　　口里D5．150木造2階建310濯

呑口保育所増築
－・－－－・－　　　　　

1、085 木造平屋住6097″

2、就学奨励事業拡充

弔哭 y 　 　 　 　

・ ＝ 〃 ＝ － ＝

別添費 ｜備お

生徒就学回い嘔業
（r・円）300
J1．000×30机

3。老人対策

iμ1名 づ141費1， 同ぞ

敬老会補助 f1円y300j
　　　　　　　　　　　　　　　　　－
43年200（’n）

4国民健康保険事業の充実

巾ty；＝ 事業費 備ぞ

育リd手当新設J 360 1．200円×300礼

豊かなまぢづくりの推進

　

9かなま17，づくjパヽ1策としては、産業刄雛を整備し、その似

興を図り巾民所得の増大を閥っていきます。

まちを豊かにするために

　

aiの近代化、機械化促進のためll地基盤柘’備・li業を桓進し

あわせて巾特ゆ物の育成、農裳後継者対策など総合農政を強ノJ

に拒淀し「能；4・のよい庄みよい農村」の実現を円っていきます

　

林業については、入会林野の整備、おうれん川片など特吋物

の振興、過疎対策の一祠とレて、黒谷林応の幣備を図ります。

　

商工業については、設備の近代化、協気化のための金融付策

を中心にその振腿を図っていきます。

1、農業基盤の整備

事業名’ 事業費 備名

七田、小矢・賜ご改刄 　　　　（fμわ53．282－継続事iと

積寒農道整備事業＝ 15．734 継続中業

雨甲｜．地改良弔戈， 3．550 43印度3．000

2、総合農政の推進

巾忿名 事業費
－－－－－

農業総合推進会議 　　（千円，1．498

－－一一－－－－－－　巾特産物育成

350
＝－－＝－ミ J ミ ミ ー － j

農業後継者育収 50

3、畜産振興

　

県営六昌師共同利肝M’l範牧場の早期寛成の仇I皿と、町機的利

川体制の確立を図ります。

4、林業対策

　

人会林野の所付形態を八代化して、生産組織の強fLにより、

生産性の向上をi関ります。林地のμ度利川を閥るため、林泊の

問設、改良を図ります。

事業名 事業費 備考

入会林野整備事業 　　（千円）1．198

一一一一一　

3 2 1 h a

黒石回内間呼応問設 8．100
－四〃・・・’－－－ムー－㎡－全延長10．500w（4ヶ年jl凶）

谷山線唱梁改良 2．600

5、市有林の造成

　事業名

，

－－－－一一一一一一一一－－－－－－●

事業費 備芯

市有林造成 　　（F円丿6．826T711a

6、商工業近代化共同事業推進のため金融対策費

事業名 事業費

金融対策事業 　　　（千円’38，000

－一一－－－

／／利子補給 954

新しいまちつ宍くりの推進

　

新しいまちづくり別策としては、道路交通、都市計画、環境

術生対策、消防りの充実等、生活堪盤の整備を重点に地域の川

究を閥ります。

住みよいまちをつくるために

　

市民が安んじて、文化生活を営めるよう、衛生的な環境づく

り、消防力、礎通安全体系の整備充実を図ります。特にごみ処

理体制の確立、火憚場の建設、胎剛11水確保のため地下水調査

を実施します。

1、ごみ処理体制の強化

　

ステーションぴ式によるごみ収集体制を改河して、収りS回数

の増加をペロ）、あわせて、収集躯、焼却場施設の整備を図ります

事IZ 事業費 ㈲芯

杖梁眼 　　（Tl’j）1．8001台

焼却場憤備 1．500 伍油バーナー4屎

2、火葬場の建設

1＾”t名 事業費 備考

火倅場建設
－－　　　　ぐF円．・　　

15．855 焼却炉3基

3、飲用水対策

　

岡目の改修、使川量の増加に伴って、地下水に変動が生じて

います。将家の飲川水対策として地下水調査を実施します。

事t名 弔業費

地下t調査費 　　f千円J1．000

4、消防力の充実

　

市民の安全を確ぽするため、機械力の整備と融雪を兼ねた消

火伶のよりほNIります。

‘打業名 事業費 備考

消防ポンプ
　　－－－一一　　　（千円J

2100

＝〃 J ＝ ＝ ＝ － ＝ ＝ － ＝ ＝ －－－－　

1 台

小型勣j」ポンプ 330 1台

融雪派出消火栓 6．500 25ヶ所

5、交通安全対策

　

交il！j安全咆設．j£j路危険簡処の改良、除雪体制を充実して、

巾Lりに「皿」安令向上を閥ります。

巾｀訂名．‘ ’μ業費 備考

安全剔，にと整備i 　　（千円）3980
　　　　　　　　　（千円，1（千円）

踏切改良3．500標識400

除雪巾べ 5，000

6、まちを美しくする還動の推進

　

国体遺産を受け継いで、花いっぱい運動、清掃運動を強力に

雛准するとと1、に、街路樹の整備を行ないます。

巾業名 事業費 備考

清掃事業 （千円）270下水路の清掃

柁いっぱい運動1100

街路樹植替1100

新しい郷土の基盤をつくるために

　

市民の生活、市産業振興の基盤である、道路対策都市計画

事業は、その緊要度を高めており、道路の改良舗装、公園の整

備を重点に計画的かつ継続的に整備を図ります。

｜、道路、橋梁改良

事業名 事業費 備考

硲線改良 　　　（千円J11．300継続巾業
　　－¶－＝＝

道路改良

4．800

領家橋改良 2．400 継続事業

道路舗装 16．050 2．180房（延長）

2、都市計画事業

　

巾由地幹線街路の整備、都市排水路改良を図ります。亀山公

固については、総合的幇備計画をたて、計画的に実施します。

小業名 事業費 備考

新庄、東中線
　　　（千円）　

17．050＿＿＿＿ 410W

駅眼線 9．000 舗装

善導寺川改修 7．719 継続事業

下水路改修 2．000
－＿

亀山公園猿備 2、500

3、国、県道の改良、舗装の促進

・匹部パイパヌ道路の早期着工

・松ケ谷、宝曖寺線について、自衛隊による改修の実施をし

　

ます。

4、観光対策

　

国鉄奥越周遊コースの早期開設を促進するとともに受入れ施

設について民間の協力を得て、計画的整備を図ります。

行政運営の近代化

　

市税の納付については．従来各納期毎に納付書を発送してい

ましたが、今年から年1回のー括送達に改め．事務処理場上の

無駄をr‘・1き、納税組合の弾力的な運営と、前納制度の活用を促

進していきます．

行政運営体制の改善

　

巾民の声を「l」政に反映し、同時に市政について。充分理解し

てもらうため、住民との対話の機会をつくり、市民総参加の市

政実現に努めます。

財政運営

　

財政再建計画の基本方針に基づいて、財政の健全化、消費的

経費の抑制節減につとめ、投資的経費については類似団体と同

じ20％の確保を図りました。



第3次大野市建設計画の概要

建設計画の構成

　

大野市第3次住設計画は基本構想

（10年）、基本計画（5年）、実施計画

（3年）からなっています。基本構想

は10年後における大野市のビジョンを

描き、基本計画はその実現を図るため

に実施する具体的な施策をあげていま

す。また実施計画は年々実施していく

個々の計画を予算的な裏づけと共に決

定するものです。

大野市の将来像

　

計画のピジョンは、市の恵まれた自

然条件を生かし個性ある文化産業都市

として、明るく豊かな新しいまちの実

現を図るもので、このため自然的・社

会的条件に即した次のような総合的施

策を実施します。

明るいまちづくり

　

よりよい市民

性の育成と社会

環境をつくるた

め、次代の人間

形成に努め市民福柚。の向上を図ってい

きます。

◆よい人間をつくるために

1、小・中学校の統廃合をすすめ、学

　

校規吻の適正化をMる。

2、老朽校舎を改築し、鉄筋化100ち

　

の実現を図る。

3、新しいまちづくり運動を重点とし

　

て社会教育の振興を図る。

4、図書館・総合体育施設を建殺して、

　

市民の教養・体位の向上を図る。

◆しあわせなくらしのために

1、保育施設を充実して、適lj児の100

　

％収容をめざす。

2、児童館・公園を設けて、子仁を小

　

故から守る。

3、低所得者・身障者等の史正指導を

　

行なう。

4、成人病対策の敵底をiTくり、市民の

　

健陳増進にあたる。

5、国民健嶼保険事某を充人し、老人

　

の10割給付・育児手当を火施する。

豊かな

まちづくり
維済的埜盤を確

立して豊かな生活を営めるよう、産業

生産の拡大と市民所得の向上を図って

いきます。

◆まちを豊かにするために

1、土地基盤整備事業をすすめ大型機

　

械の導入、協業体制を確立して近代

　

化を図る。

2、県営六呂師共同利用陥範牧場の有

機的利用により、畜産の振興を図る。

　

3、公北資金の導入による造林をすす

　

めて、人工林4の向上を図る。

4、広域林業行政をすすめ、共販市場

　

の開設を推進する。

　

5、繊雑構造改善事業をすすめ、生産

　

性の向Lを図る。

6、中小企業団体の育成強化、金融対

策をすすめ、経営の安定を図る。

　

7、工場誘致、資源の利用・開発につ

　

とめ、新しい産業の導入をすすめる。

新しいまちづくり

　

先進地との交

流に努め．社会

資本の開発・充

突を図って、時

代の変革にこた

えた新しいまちの実現を図る。

◆住みよいまちをつくるために

1、ごみ、し力1の処理施設を拡充整備

　

して、まちを美しくする。

2、近代的件斉場を建設し、共同柴地

　

の計111をすすめる。

3、地下水の調査をして、上水道の計

　

画をすすめる。

4、融山を兼ねた消火栓の設置をすす

　

める。

5、消防施以の整備、除当体制の確立

　

をすすめて、市民生活を守る。

◆新しい郷土の基盤をつくるために

1、国道の整備、越美南北線の1通を

　

期して、先進経済圏との交流を図る。

2、区画整型事業を実施して、埋tL的

　

な服山地の形成を圓る。

3、國心バイ・ヽス道路の建設をすすめ

　

て、交通の緩和を図る。

4、市道幹線の改良・舗装を計画的に

　

実施する。

5、観光施設を整備し、ルートの開発

　

をすすめて都市住民の憩の場を作る

6、亀山公園を整備して、市民の憩の

　

場を作る。

基礎的条件の整備

都市計画

　

市内交通量は遠からず飽和状態にな

ることは必至です。そのため街路の拡

幅、バイパス道路の新設、新町大橋線

の延長等を急ぎ、市内各所に公営駐車

場を設置していきます。

　

（公園）亀山公園は越前大野城を中

心に文化財・史跡の保護に努め、自然

と調和した総合計画をたてて、市民の

憩の場とします。また市郊外に適地を

求め墓地公園を計画して、市街地土地

利用の高度化を図っていきます。

　

（区画整理事業）・新栄町を中心とす

る北部地区はバイパス道路の完成によ

り急速に市街地化されていますので、

北蔀及び東部区画整理小業の早期着工

と、西部バイパス線の住設に川行して

西部地区の計画も進めて行きます。

水政計画

　

伏流水の変励が予測されるので。生

活用水、農・工業用水確保のため地下

水調査を実施して、新しい水源の川牝

に努めます。

交通計画

　

闘速自動車心時代を控え、北陸li勤

車道・東海北陸自動申道への筏紘いと

なろ柚井白鳥自動小辿の早昿賞現を強

力に促進します。冬期間の交通俑保い

ためには除雪車を4台に増強（現有2

台）し、消火栓和

進します。交通安全の而では通路整備

とあいまって、進学路・信吋賎などの

施設を充実していきます。

　

また鉄道については越美南・北線の

貫通を促進し、中心圏との交弓仁大を

図ります。

（人野市1ミ要指杷の動向）

堕目 40甲A 50年B， f申4゛／A

－■’1㎜㎜－－
紅万人目

口帯数

生産所司

緻T名』人iり

生痩雨噂

市民1人当り

儀入所司

　　　一一一43．747人　

9．729

8，294゛j円　

353千rll　

185千円

　　　　－　43．800人

　10．200

18．731百万円；　　

774千円1　　

406＾”；

一一－－一一　　100．1＊　　

104．8　　

225．8　　

219．3　　

219－5

道路計画

　

（国道）巾街地交通の紅和を

閥るため｜・L4部バイパス線の着工

を急ぎ、福坏松本線の改良舗装

と県道人野丿俣線の国道兄格を

促進します。

　

（県道タ主要県道の全線と人

家連担地区の舗装を完了し、あわせて

市道下鹿線と仙翁谷線の県道昇格を図

っていきます。

　

（市道）市、道路網を再編成して計

画的かつ継続的な改良整備を行ない、

舗装については市街地道路・村落連絡

線・人家連担地域の舗装を優先的に行

なっていきます。

市道の改良舗装目標

等級
　別
延長　え翼現況 改修後
“11 ”Z “゛l ゛良客

1級

2級
3級
4級

計

133．1
113．1　

49．0　
42．2
337．4

7．0
0．8
0．2
0．1

3．1

16．4
11．7
　0．4

11．0

32．2
　2．1　
0．2

　0．1
13．4

40．8
18．5
10．0

23．7

産業振興計画

農業計画

　

今後整備を必

要とする2．790

1zaの水田の土地

基盤整備を実施

して、大型機械の導入と協業絹織の確

立に努めます。

　

（牧野造成）仙パ師I；・Sりこ造成され

る県営共川利叩心範牧場は、当地方の

者Λと興の基盤として畜産の飛躍的宛

回をレッド、す。

経営規模別農家数の推移

区号 0－5／wj；0．5～1　
　恥
1、1・5　
　陥

1．5～2　　

　仙 2～3
　恥

3加　

以上 計

25年
35年
40印
47：i

971
774
689

550

1、55e

1，531
1，424
1、050

1．773

1．262
1．199
1．250

437
503
576

600

62
113
161

300

－

　1
　1

50

4、299

4J84
4，050
3．800

林業計画

　

当市のffHtii；．f；！！i73＾を：liめますが

民町昧のノ、「朴レに17．99とノ率です

　

こいため府八資金を導入してこりJを

すす力、近ぺd汐rにをご洸弓汪りりな・枕

収巾場の駿卜を牡｀1します。

商工業計画

　

．j，ふ土rトnし，661べを占める繊維

工業か心よび済にじr－1‘ヅゾはyがげ，

て大きく，じ統叶tとレミ≒ト．！・jしてy

ましたが，最近は技ぺ，叫j’y’．・！jj’jり

賃金ヒW・等問ぶが多いので，繊肺大丿1

改善事業に1こる抜本的な企y改唇と，け

備の近代化を推進して，J，レ・ト・．・；・．－j業ン．

ての振興を図ります．まD仙いこつい

ても組織の強化と共同小栗を抑止し，

零細企業を対象に市融資制唆の4T∴・を．を

図ります。

　

（工場誘致）既存産業との競合や公

害を配慮し、高卒者・男子労務に適し

た産業の誘致に努めます。

観光計画

　

越前大野城・

郷土歴史館の完

成、模範牧場の

着工、九頭竜ダ

ム群の竣工により観光に多面的要素を

深めてきた当市の観光を生かすため、

次の施策を実施していきます。

　

1、亀山公園の整備・開発

　

2、休憩場・売店・駐車場の設置

　

3、六呂師高原の白山国立公園編入

　

4、和泉村と提携して九頭竜峡・荒島

　

岳の開発

5、青年の家の誘致

6、国鉄奥越周遊コースの早期開設

7、荒島岳を周遊して九頭竜・真名川

　

両ダムを結ぶ奥越高原観光道路の開

　

発

8、白山横断道路の早期完成

文化厚生計画

教育計画

教育効果の向上を図るため学校の統

唯合・新設・通学区域の再編

成により学校規模の適正化を

図り危険校舎の改築を推進し

ます。

　

（幼稚園）1、下庄地区に新

　

殺を促進。

2、収容年勁を拡大する。

3、施設・内’乱没備を充実する

　

（昼間定時制高校）地元産業にれい

万皿り1＼琵すびぶj定時制（2部制）

高校の七瓦をEかにEす。

　

（危険校舎の解消）学咬の概廃ji・

改築とふわせ鉄筋fLをべっていきます

校舎改築計画

絞池！■／＾小山小・絹仲・・；’：ft！：i小

jぶTμ駆富川よ・下川ヽ

煩地＝り戊ぴ計い

　

（図書館の充実）釦泣した図書館が

ないのて、大野公民館を市民会館に併

計しムム大野公民館を独立図書館とし

て整備充実していきます。

　

（郷土歴史館）先人の文化的心産を

後山にしえるため球土文化の調査・研

究・資料の収集を行なって保存・伝承

します。

（越前大野城）

市のシンボルと

して歴史館と共

に史的遺産の保

存につとめあわ

せて観光開発に寄与します。

　

（青年の家の誘致）青年の学習集団

活動の場として勝原地区に県立青年の

家の誘致を促進していきます。

　

（新しい村づくり）社会教育活動の

拠点を部落内におき、生活に密着した

諸問題と取りくみ住民意識の向上に努

めます。

　

（留守家庭児童対策）共かせぎ家庭

の増加により、下校後の児童対策とし

て児童館を建設し、児童の健全育成に

努めます。

　

（社会体育の振興）国体を契機に高

まった市民のスポーツ熱を育成するた

め、既施設の整備とあわせて市営総合

グランドの建設を計画します。

民生計画

（老人家庭奉仕員の設置）

　

単身老人の保

護に当るため老

人家咆奉仕只を

設け、家庭の慰

問・相談・介助

などを行ない、老人家庭の不安をなく

していきます。

（保育所）

　　　　

建設計画

地区名 公私名 定員 備考

大野地区吐会心は法人90人I乳児対象

ド庄地区’巾を 60人

　

（国民健康保険事業）傑：41財政の悪

化；こ小匹しながら運営の近代化を図り

育児f当の睨設、老人の10割給付を実

咆して、被保険行の拓出向Lを目ぎし

ます。

衛生計画

　

（成人病対策）

高血ぱ症・心臓

病・ガン等の集

団陥診を実施し

て疾患の早期発

見・治療に努めます。

　

（水道施般の整備）地下水の低Tが

みられますので地下水調査を実施して

巾衝地をφ心に上水道計画を進めます

　

簡易水道は部落簡易水道・小規励給

水施設を統合して、広域簡易水道に改

良していきます。

　

（ゴミ・し尿処理）ゴミ焼却能力は

遠からず限界に来るので、炉1基を増

設し、補助燃焼装置をつけ完全焼却に

努めると共に収集車を増強していきま

す。し尿処理は処理能力を現在の271j

から54＊＾｛こ増強を図ります。

　

（葬斉場の整備）現火卵場は老朽し

たため、近代的な葬斉場の趣設を進め

ます。

住宅計画

　

住宅はほぽ充足の状態にあり、市営

住宅入居者も自己住宅建築の機運が高

いので、小集合の市営住宅は入居者に

払い下げ、50～55年には中津川に不燃

性住宅の建設を進めます。

消防防災計画

　

建築構造の変化と化学燃料の普及は

一度火災が発生すると不慮の惨事を招

く条件をはらんでいますので、次のよ

うな計画を実施し、市民の安全に努め

ます。

計画の概要

設置予定器材事業　量備考

雪上

ポンプ車
1台 積雲時の機動力強化

小型動ノJ

ポンプ
10台
へき地に配し、初動
体制・債雪時に備え
る

融雪lft用

消火栓
51基
市街地の用水不足に
対処し、融雪を兼ね
る

防火水槽6基
水利のない部落に設

i？11する

無線

移動りI
1勁
現有1いを21ぷこ増

強し通信を強記する

　

その他防火・救急体制を強化して社

会秩序の保持と公共の福祉に努めます

実施に当ってのお願い

　

この鯉設計画を実施していくには

国・県の指導援助はもらろん、民間団

体の協ブJと市民の巾政に対する禎極的

な参加が必要です。

　

市民の皆さんのごt必力を切にお願い

いたします。
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